
原
発
問
題
の
現
在

│
│「
区
域
か
ら
個
人
へ
」の
大
転
換
と
は

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　

二
〇
二
五
年
六
月
、
政
府
は
、
自
民
・
公
明
の
「
第
14
次
提
言
」
を
受
け
て
、
帰

還
困
難
区
域
に
お
け
る
立
ち
入
り
制
限
に
つ
い
て
、「
区
域
か
ら
個
人
へ
」
の
大
き

な
方
針
転
換
を
す
る
旨
の
閣
議
決
定
を
し
た
。

　

自
・
公
政
権
は
、
二
〇
二
二
年
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
根
本
的
転
換（
原
子
力

開
発
政
策
の
復
活
）を
目
指
し
、
二
〇
二
三
年
に
は
「
Ｇ
Ｘ
」
法
を
国
会
で
成
立
さ

せ
、
二
〇
二
四
年
の
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
原
子
力
の
「
最
大
限
活

用
」
を
明
記
し
て
こ
れ
を
強
行
し
て
き
て
い
る（
そ
の
強
行
が
、
事
故
に
つ
い
て
の

国
の
責
任
を
否
定
し
た
二
〇
二
二
年
六
月
一
七
日
最
高
裁
判
決
に
よ
り
可
能
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
）。
今
回
の
閣
議
決
定
は
、
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
の
上

で
、「
福
島
第
一
原
発
事
故
の
収
束
」
を
目
論
む
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
状
況
認
識
が
広
く
国
民
に
共
有
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
ほ
ど
遠
い
も

の
が
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
「
原
発
と
人
権
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
の
「
閣
議
決
定
」
を
取
り
あ
げ
、
九
月

二
六
日
に
、「
区
域
か
ら
個
人
へ
」
の
方
針
転
換
の
問
題
点
を
、
放
射
線
衛
生
学
が

専
門
で
福
島
県
津
島
に
拠
点
を
置
い
て
現
地
に
密
着
し
て
調
査
・
研
究
を
さ
れ

て
い
る
木
村
真
三
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
の
小
特
集
は
、
こ
の
ご
講
演
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
論
稿
を
第
三
稿
に

据
え
て
、
事
故
か
ら
一
五
年
間
の
概
観
と
原
発
政
策
と
福
島
の
現
在
の
状
況
お

よ
び
今
回
の
閣
議
決
定
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
一
稿
は「
日
本
の
原
子
力
政
策
│
│
無
責
任
の
構
造
と
不
可
視
の
構
造
」。
龍

谷
大
学
の
大
島
堅
一
さ
ん
に
執
筆
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。事
故
か
ら
一
五

年
を
経
過
し
て
上
記
「
閣
議
決
定
」
に
至
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
変
遷
を
俯
瞰
的

に
示
し
、
二
〇
二
二
年
以
降
の
政
策
反
転
の
異
常
性
と
、
そ
れ
が
「
不
可
視
の
構

造
」
と
「
無
責
任
の
構
造
」
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
を
打
破
し
、
国
民
の
安
全
と
将
来
世
代
へ
の
責
任
を
第
一
と
す
る
原
発
政
策

へ
の
転
換
を
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
福
島
事
故
を
経
験
し
た
世
代
が
果
た
す
べ

き
歴
史
的
責
任
で
あ
る
と
結
ぶ
。
極
め
て
説
得
的
で
ク
リ
ア
ー
な
論
稿
で
あ
る
。

　

第
二
稿
は
「
原
発
事
故
か
ら
一
五
年
を
前
に
し
た
福
島
か
ら
│
│
六
つ
の
問
題

と
課
題
に
絞
っ
て
」。
い
わ
き
市
に
お
住
ま
い
で
い
わ
き
市
民
訴
訟
の
原
告
団
長

な
ど
も
務
め
ら
れ
た
伊
東
達
也
さ
ん
に
お
願
い
で
き
た
。
事
故
か
ら
一
四
年
を
経

た
現
在
の
福
島
の
状
況
、
廃
炉
作
業
の
現
状
、
県
民
を
主
人
公
と
す
る
地
道
だ

が
画
期
的
な
復
興
計
画
に
対
し
て
、
儲
け
本
位
の
惨
事
便
乗
型
大
規
模
開
発
「
復

興
」
の
問
題
点
等
々
、
現
地
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
福
島
の
現
在
状
況
を
示
し
、

今
回
の
「
閣
議
決
定
」
の
問
題
性
を
明
ら
か
に
し
て
、
真
の
復
興
に
向
け
て
の
課

題
を
訴
え
る
。

　

第
三
稿
が
上
述
の
木
村
真
三
さ
ん
に
お
願
い
し
た
講
演
の
論
稿
「
事
故
を
な

か
っ
た
も
の
に
す
る
放
射
線
管
理
廃
止
│
│
『
住
民
』
見
捨
て
、『
惨
事
便
乗
開
発
』

へ
」
で
あ
る
。
放
射
線
衛
生
学
の
視
点
と
丁
寧
な
現
地
調
査
に
よ
る
放
射
能
汚
染

の
具
体
的
状
況
を
示
し
、「
安
全
」
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
視
点
か
ら
、
今
回
の
閣

議
決
定
「
区
域
か
ら
個
人
へ
」
の
方
針
転
換
の
深
刻
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　

い
ず
れ
も
、
余
人
を
も
っ
て
は
代
え
ら
れ
な
い
三
人
の
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
で
今
回
の
「
閣
議
決
定
」
を
明
確
に
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。
是
非
と
も
お
読

み
い
た
だ
き
た
い
。 

（「
原
発
と
人
権
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
・
海
部
幸
造
）
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